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サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
な
ど
農
地
の
水
害
補
償
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
利
尻
・
礼
文
・
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
」
に
隣
接
す
る
北
海
道
豊
富
町
及
び
稚
内
市
の
酪
農
地
帯
で
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域

な
ど
に
お
い
て
河
川
勾
配
が
き
わ
め
て
緩
く
、
海
水
面
と
の
比
高
が
僅
か
し
か
な
い
地
勢
的
な
条
件
に
あ
り
、
治
水
対
策
の
遅

れ
も
あ
っ
て
長
年
に
わ
た
り
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
融
雪
期
に
は
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
牧
草
地
の
冠
水
被
害
が
頻

発
し
、
夏
場
に
お
い
て
は
数
十
ミ
リ
程
度
の
降
雨
で
水
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
牧
草
の
死
滅
や
腐
敗
、
付
着

し
た
泥
水
に
よ
る
牧
草
の
嗜
好
性
の
低
下
、
農
業
機
械
の
作
業
効
率
の
低
下
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
酪
農
経
営
に
対

す
る
経
済
的
影
響
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。

当
該
地
域
の
住
民
か
ら
は
、
泥
炭
・
低
湿
地
に
位
置
す
る
農
地
の
冠
水
被
害
に
対
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
と
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
の
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
保
全
と
が
両
立
で
き
る
、
政
府
に
よ
る
直
接
支
払
い
な
ど
各
種
支
援
策
を
求
め
る
動
き

が
具
体
化
し
て
き
た
。
農
業
者
の
経
営
の
安
定
、
地
域
社
会
の
維
持
と
活
性
化
な
ど
に
よ
る
農
業
の
多
面
的
機
能
の
確
保
の
た

め
に
は
、
住
民
ら
が
求
め
る
水
害
補
償
施
策
の
実
現
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

一



戦
後
、
泥
炭
地
湿
原
を
流
れ
る
河
川
特
有
の
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
対
策
は
、
そ
の
多
く
が
国
土
交
通
省
（
旧
北
海
道
開
発

庁
）
北
海
道
開
発
局
に
よ
る
農
業
土
木
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。
最
大
の
工
事
は
昭
和
四
十
一
年
完
成
の
サ

ロ
ベ
ツ
川
放
水
路
（
延
長
三
・
七
キ
ロ
）
で
あ
る
が
、
掘
削
個
所
付
近
の
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
サ

ロ
ベ
ツ
川
上
流
部
や
支
流
の
被
害
は
未
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
、
道
開
発
局
は
サ
ロ
ベ
ツ
川
下
流
部
に
新
た
な
放
水
路
を
掘
削
し
、
洪
水
時
に
日
本
海
へ
直
接
放
流
す
る
構
想
を

立
て
た
が
、
国
立
公
園
の
指
定
（
昭
和
四
十
九
年
）
や
漁
業
団
体
の
反
発
も
あ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
平
成
十
二
年
に

は
、
河
川
管
理
者
の
北
海
道
に
よ
っ
て
、
築
堤
や
高
水
敷
の
カ
ッ
ト
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水
な
ど
の
対
策
案
が
示
さ
れ

た
が
何
ら
実
行
さ
れ
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

�

湿
原
や
河
川
に
隣
接
し
、
頻
繁
に
洪
水
被
害
に
遭
っ
て
い
る
全
国
各
地
の
農
業
地
域
に
お
い
て
、
水
害
に
よ
る
営
農
の

困
難
性
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
農
地
や
施
設
・
住
宅
の
移
転
補
償
を
行
な
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、
農
作
物
被

害
に
対
し
て
補
償
措
置
を
講
じ
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
名
、
被
害
面
積
と
作
目
、
補
償
額
、
法
令
上
の
根
拠
な
ど

を
示
さ
れ
た
い
。

�

治
水
対
策
の
立
ち
遅
れ
に
加
え
、
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
る
国
営
農
業
開
発
事
業
に
よ
っ
て
湿
原
を
草
地
化
し
た
こ
と

二



で
遊
水
機
能
が
低
下
し
、
水
害
を
助
長
し
て
き
た
面
は
否
め
な
い
。
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
た
ず

ら
に
洪
水
被
害
面
積
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
国
の
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
の
基
本
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

�

前
記
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
、
河
川
管
理
者
の
北
海
道
と
協
力
し
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
政
府
と
し
て
の
基
本
認
識
と
具
体
策
を
示
さ
れ
た
い
。

二

水
害
農
地
に
対
す
る
補
償
対
策
に
つ
い
て

�

本
年
三
月
五
日
、
当
該
被
害
住
民
の
代
表
八
人
に
よ
る
「
サ
ロ
ベ
ツ
川
流
域
な
ど
の
農
地
の
水
害
補
償
に
関
す
る
要
望

書
」
が
農
林
水
産
・
環
境
・
国
土
交
通
の
三
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
請
を
受
け
て
、
各
省
に
お
い
て
如
何
な
る

検
討
・
協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
示
さ
れ
た
い
。

�

Ｅ
Ｕ
で
は
、
農
村
社
会
の
存
続
・
維
持
や
田
園
地
域
の
保
全
な
ど
を
目
的
に
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
各
種
の
「
条
件
不

利
地
域
支
払
い
」
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
日
本
で
も
、
平
地
と
の
条
件
格
差
に
着
目
し
た
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」
が
創
設
さ
れ
、
こ
こ
数
年
、
所
得
補
償
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
現
行
制
度
の
下
で
は
、
急
傾
斜
地
や
草
地
化
率
の
高
い
地
域
の
草
地
な
ど
五
項
目
が
給
付
対
象
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
で
は
、
水
害
常
襲
地
帯
の
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
周
辺
の
よ
う
な
、
営
農
条
件
が
厳
し
く
、
環
境
保
全
上
の
制
約
が
あ
る
農

三



地
に
対
す
る
直
接
支
払
い
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

例
え
ば
、
自
然
環
境
を
保
全
し
営
農
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
農
業
利
用
面
積
の
一
〇
％
を
限
度
に
「
環
境
制
約

地
域
」
を
定
め
、
条
件
不
利
地
域
支
払
い
を
行
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
倣
い
、
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
現
行
制
度
に
加
え

る
意
思
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

日
本
型
の
環
境
支
払
い
と
し
て
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」
の
取
り
く
み
や
「
環
境
保
全
技
術
の
導
入
」
に
対
す
る

経
費
を
支
援
し
て
い
く
、
『
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
』
が
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

欧
米
諸
国
の
環
境
支
払
い
は
多
様
で
、
対
象
農
地
の
比
率
も
大
き
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
�
農
地
と
し
て
使
わ
な
い
こ

と
で
環
境
保
全
を
図
る
制
度
、
�
土
地
転
用
を
防
ぐ
制
度
、
�
農
地
に
お
け
る
環
境
保
全
的
行
為
を
促
進
す
る
制
度
の
三

つ
の
柱
で
環
境
支
払
い
を
行
な
っ
て
き
た
。
�
に
は
、
湿
原
保
全
を
目
的
に
農
地
を
休
耕
し
、
連
邦
政
府
が
地
役
権
を
買

い
取
る
「
湿
地
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
含
ま
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
は
、
野
生
生
物
の
生
息
地
づ
く
り
を

始
め
、
圃
場
内
の
沼
地
や
小
河
川
、
湿
地
な
ど
の
維
持
に
対
す
る
環
境
支
払
い
制
度
も
あ
る
。

こ
れ
ら
欧
米
諸
国
の
事
例
に
学
び
、
湿
地
お
よ
び
周
辺
農
地
で
の
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
く
む
農
家
に
対
す
る
環
境

支
払
い
を
、
政
府
と
し
て
ど
う
推
進
す
る
の
か
。
『
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
』
と
の
関
連
も
含
め
て
、
政
府
の

四



見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

国
立
公
園
に
隣
接
す
る
水
害
常
襲
農
地
の
買
収
に
つ
い
て

現
在
、
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
民
有
地
の
買
収
制
度
と
し
て
「
特
定
民
有
地
買
上
事
業
」
が
あ
る
が
、
農
地
な
ど

は
対
象
に
な
ら
な
い
（
本
年
八
月
七
日
付
け
、
環
境
省
の
説
明
資
料
）
と
い
う
が
、
こ
れ
で
は
、
国
立
公
園
の
環
境
保
全
に

と
っ
て
不
十
分
で
あ
る
。
今
後
、
希
少
動
植
物
の
生
息
地
の
拡
大
や
湿
原
・
沼
地
・
小
河
川
の
維
持
・
再
生
な
ど
を
目
的

に
、
同
事
業
の
な
か
に
農
地
の
買
収
も
含
め
る
べ
く
検
討
し
て
い
く
意
思
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


